













Seasonal Variation in Macroinvertebrate Assemblage in Hirose River








































流約 300m 地点－（上流）、②牛越橋の下流約 50 ｍ－
（中流）、③牛越橋の下流約 350m 地点－（下流）、およ
び④三居沢発電所放水路と広瀬川の合流部直上（牛越















および砂で形成されている。各調査地点の 2005 年 1
月の川幅は、①上流が約 40m、②中流が約 12m、③下
流が約 23m、④水路が約 12m であった。4 地点の調査
期間中の水温は、図 2に示した。水温は、温度計測ロ
ガー（StowAway; TidbiT Temp Logger）によって測
定した値の平均値を用いた。
２）サンプリング方法
　サンプリングは、2003 年 12 月 26 日、2004 年 2 月
26 日、4 月 26 日、6 月 20 日、8 月 26 日、および 10
月 30 日に行った。各調査地点では頭頂部が平均流速
20 ± 5cm/s、平均水深 25 ± 5cm に位置する石（最大
















　調査では、8 目 30 科、5,819 個体の底生動物を
採集した（表１）。採集個体数の内訳は、カゲロウ
目 (Ephemeroptera) が 2,261 個体、トビケラ目








は、2003 年 12 月 26 日が 762 個体、2004 年 2 月 26 日
が1,417個体、4月26日が1,005個体、6月20日が1,389
個体、8月 26 日が 1,082 個体、10 月 30 日が 164 個体
となり、季節的変動が見られた（図 3.1）。またこれ
らをカゲロウ目、トビケラ目、カワゲラ目、その他
に分類すると、カゲロウ目では 2 月 26 日（522 個体）








ダラカゲロウ (Uracanthella punctisetae) およびエ
ラブタマダラカゲロウ (Torleya japonica) の出現個
体数は 2月 26 日と 8月 26 日に多く、その他のサンプ
リング日では少なかった（図 3.2）。同じくカゲロウ
目のフタバコカゲロウ (Baetiella japonica) の出現個
体数は 2月 26 日から 6月 20 日にかけて多かった。ま
た、コカゲロウ科 (Baetidae spp.)、エルモンヒラタ
カゲロウ (Epeorus latifolium)、およびシロタニガワ
カゲロウ (Ecdyonurus yoshidae) の出現個体数には
顕著な違いは見られなかった。トビケラ目のシマト
ビケラ属 (Hydropsyche spp.) とヒゲナガカワトビケ
ラ (Stenopsyche marmorata) の出現個体数は 6月 20
日に多く、その他のサンプリング日では少なかった






















12/26 2/26 4/26 6/20 8/26 10/30 個体数計
【1】【カゲロウ目】 （Ephemeroptera）
 (1) ヒトリガカゲロウ科 (Oligoneuriidae)
  1. チラカゲロウ (Isonychia japonica ) 0 4 0 2 4 0 10
 (2) コカゲロウ科 (Baetidae)
  2. コカゲロウ科 spp.   *1                     5 14 25 25 33 9 111
  3. ミジカオフタバコカゲロウ属 (Acentrella ) sp. 0 0 0 0 5 1 6
  4. ミジカオフタバコカゲロウ (Acentrella sibirica ) 0 0 0 0 3 0 3
  5. ミツオミジカオフタバコカゲロウ (Acentrella gnom ) 0 0 0 12 16 0 28
  6. フタバコカゲロウ (Baetiella japonica )   *2 2 25 33 39 4 0 103
 (3) ヒラタカゲロウ科 (Heptageniidae) 
  7. ミヤマタニガワカゲロウ属 (Cinygmula ) sp. 0 3 0 0 0 0 3
  8. ヒラタカゲロウ属 (Epeorus ) sp. 1 0 0 0 0 0 1
  9. エルモンヒラタカゲロウ (Epeorus latifolium )   *3 38 35 28 15 21 6 143
  10. ナミヒラタカゲロウ (Epeorus ikanonis ) 11 8 0 0 0 0 19
  11. タニヒラタカゲロウ (Epeorus napaeus ) 1 0 0 0 0 0 1
  12. ユミモンヒラタカゲロウ (Epeorus curvatulus ) 0 4 0 0 0 0 4
  13. シロタニガワカゲロウ (Ecdyonurus yoshidae )   *4 7 10 1 0 12 4 34
  14. キブネタニガワカゲロウ (Ecdyonurus kibunensis ) 0 0 0 4 0 0 4
  15. サツキヒメヒラタカゲロウ (Rhithrogena satsuki ) 6 1 0 0 0 0 7
  16. ヒメヒラタカゲロウ (Rhithrogena japonica ) 0 0 0 0 1 0 1
 (4) トビイロカゲロウ科 (Leptophlebiidae)
  17. ヒメトビイロカゲロウ (Choroterpes trifurcata ) 0 0 1 21 11 1 34
  18. トビイロカゲロウ属 (Paraleptophlebia ) sp. 0 0 2 0 0 0 2
 (5) マダラカゲロウ科 (Ephemerellidae)
  19. オオマダラカゲロウ (Drunella basalis ) 49 32 10 0 0 14 105
  20. ヨシノマダラカゲロウ (Drunella ishiyamana ) 0 0 14 10 0 0 24
  21. フタマタマダラカゲロウ (Drunella bifurcata ) 0 0 1 0 0 0 1
  22. クシゲマダラカゲロウ (Ephemerella setigera ) 0 0 0 65 45 1 111
  23. ホソバマダラカゲロウ (Ephemerella denticula ) 1 0 0 0 0 3 4
  24. エラブタマダラカゲロウ (Torleya japonica )   *5 9 76 10 35 84 7 221
  25. アカマダラカゲロウ (Uracanthella punctisetae )   *6 188 299 205 144 363 22 1221
  26. オオクママダラカゲロウ (Cincticostella elongatula ) 14 1 0 0 0 0 15
  27. クロマダラカゲロウ (Cincticostella nigra ) 9 9 6 0 0 0 24
 (6) ヒメシロカゲロウ科 (Canidae)
  28. ヒメシロカゲロウ属 (Caenis ) sp. 0 0 0 5 1 0 6
 (7) モンカゲロウ科 (Ephemeridae)
  29. モンカゲロウ属 (Ephemera ) sp. 0 1 0 0 0 0 1
  30. モンカゲロウ (Ephemera strigata ) 0 0 0 0 2 4 6
 (8) キイロカワカゲロウ科 (Potamanthidae)
  31. キイロカワカゲロウ (Potamanthus formosus ) 0 0 0 1 1 6 8
個体数計 341 522 336 378 606 78 2261
【2】【トビケラ目】 （Trichoptera）  
 (9) ヤマトビケラ科 (Glossosomatidae)
  32. ヤマトビケラ属 (Glossosoma ) spp.   *7 11 52 126 97 156 4 446
 (10) ナガレトビケラ科 (Rhyacophilidae)
  33. ナガレトビケラ属 (Rhyacophila ) spp.   *8 27 30 29 25 30 7 148
 (11) ヒメトビケラ科 (Hydroptilidae)
  34. ヒメトビケラ属 (Hydroptila ) sp. 0 0 1 0 0 0 1
 (12) ヒゲナガカワトビケラ科 (Stenopsychidae)
  35. ヒゲナガカワトビケラ (Stenopsyche marmorata )   *9 19 54 32 127 42 10 284
  36. チャバネヒゲナガカワトビケラ (Stenopsyche sauteri ) 2 1 4 38 8 2 55
 (13) イワトビケラ科 (Polycentropodidae)
  37. イワトビケラ科 sp. 0 3 0 0 0 0 3
  38. ミヤマイワトビケラ属 (Plectrocnemia ) sp. 2 1 0 4 1 2 10
 (14) キブネクダトビケラ科 (Xiphocentronidae)
  39. キブネクダトビケラ属 (Melanotrichia ) sp. 0 0 0 0 1 2 3
 (15) シマトビケラ科 (Hydropsychidae)
  40. シマトビケラ属 (Hydropsyche ) spp.   *10 63 135 116 508 111 5 938
  41. コガタシマトビケラ属 (Cheumatopsyche ) spp. 73 190 73 84 65 9 494
 (16) ニンギョウトビケラ科 (Goeridae)
  42. ニンギョウトビケラ (Goera japonica )   *11 9 17 11 10 19 10 76
 (17) カクツツトビケラ科 (Lepidostomatidae)
  43. コカクツツトビケラ属 (Lepidostoma ) sp. 1 0 0 0 1 0 2
 (18) ヒゲナガトビケラ科 (Leptoceridae)
  44. タテヒゲナガトビケラ属 (Ceraclea ) sp. 0 6 0 3 0 0 9
 (19) ホソバトビケラ科 (Molannidae)
  45. ホソバトビケラ科 sp. 0 0 0 0 1 1 2




の出現個体数は 4 月 26 日から 8 月 26 日にかけて多
かった。ナガレトビケラ属 (Rhyacophila spp.) およ
びニンギョウトビケラ (Goera japonica) では、出現
個体数に顕著な違いは見られなかった。カワゲラ目で
は、カワゲラ (Kamimuria tibialis) およびミドリカ
ワゲラ科の 1種 (Chloroperlidae sp.) ともに出現個体
数に顕著な違いは見られなかった。その他、ユスリカ
科 (Chironomidae spp.) の出現個体数は 2月 26 日に
多く、ウスバヒメガガンボ (Antocha bifida) の出現






















12/26 2/26 4/26 6/20 8/26 10/30 個体数計
【3】【カワゲラ目】 (Plecoptera)
 (20) カワゲラ科 (Perlidae)
  46. カワゲラ属 (Kamimuria ) sp. 0 1 0 0 0 0 1
  47. カワゲラ (Kamimuria tibialis )   *12 6 3 6 0 5 3 23
  48. フタメカワゲラ属 (Neoperla ) sp. 0 0 0 1 0 2 3
 (21) ミドリカワゲラ科 (Chloroperlidae)
  49. ミドリカワゲラ科 sp.   *13 1 1 20 1 0 0 23
 (22) オナシカワゲラ科 (Nemouridae)
  50. フサオナシカワゲラ属 (Amphinemura ) sp. 2 1 0 0 0 0 3
    51. クロオナシカワゲラ (Indonemoura nohirae ) 5 0 0 0 0 0 5
個体数計 14 6 26 2 5 5 58
【4】【双翅目】 （Diptera）
 (23) ユスリカ科 （Chironomidae）
  52. ユスリカ科 spp.   *14 154 351 133 69 26 5 738
 (24) ガガンボ科 (Tipulidae)           
  53. ガガンボ科 sp.   0 3 1 0 0 0 4
  54.  ウスバヒメガガンボ (Antocha bifida )   *15 24 19 68 31 4 0 146
 (25) ナガレアブ科（Athericidae）               
  55. ナガレアブ科 sp.   *16 17 9 13 4 0 1 44
 (26) ブユ科 (Simuliidae)
  56. アカクラアシマダラブユ (Simulium rufibasis ) 0 0 3 0 0 0 3
【5】【鞘翅目】 （Coleoptera）
 (27) ヒラタドロムシ科 (Psephenidae)
  57. マルヒラタドロムシ属 (Eubrianax ) sp. 3 0 1 0 4 2 10
  58. ヒラタドロムシ属 (Mataeopsephus ) sp. 2 2 0 0 0 10 14
 (28) ヒメドロムシ科 (Elmidae)
  59. アマミミゾドロムシ (Ordobrevia amamiensis ) 0 0 2 2 0 10 14
【6】【ウズムシ目】 （Tricladida）
  60. ウズムシ目 sp.   *17 0 15 29 6 1 1 52
【7】【広翅目】 （Megaloptera）
 (29) ヘビトンボ科 (Corydalidae)     
  61. ヘビトンボ (Protohermes grandis ) 0 1 1 0 1 0 3
【8】【トンボ目】 （Odonata）
 (30) サナエトンボ科 （Gomphidae）
  62. コオニヤンマ (Sieboldius albardae ) 0 0 0 1 0 0 1
個体数計 200 400 251 113 36 29 1029
総個体数 762 1417 1005 1389 1082 164 5819
注1. 表記中にあるsp.は１種、spp.は、２種以上を含むものとした。











































































カゲロウ (Potamanthus formosus) など）、および⑤
捕食性動物である Predators（カワゲラなど）、に分類
すると（Allan, 1995; Dobrin and Giberson, 2003）、
本調査では石表面や石間などを主な生息場とする①
































1976, 1980, 1994；高橋 , 1978）と今回の結果を比





































マダラカゲロウの出現個体数は 2 月 26 日に一度ピー
クを示したのちに減少し、再び 8月 26 日に増加した。
これは、本種の羽化のシーズンが 4、5、ならびに 9
月であることから考えて（刈田 , 2002a, 2002b）、4
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